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　我々のグループは有機合成化学が専門であり、新
しい電子物性を目指した分子物質開発のため、π電
子系有機分子の設計と合成を行っている。これらの
分子を用いた素子の作成は他グループとの共同研究
で行い、物性測定による評価をフィードバックし、
より優れた分子の開発を進めている。現在取り組ん
でいるテーマを述べると、
①アモルファス性有機電子輸送材料の開発
　有機エレクトロルミネッセンス（ＥＬ）素子は、
液晶に続く次世代のフラットディスプレーとしてす
でに実用化が始まってい
る。これを構成するホー
ル輸送材料および発光材
料に関しては多くの高性
能な分子材料が知られて
いるが、金属電極から発
光層への電子移動を滑ら
かにする役割の電子輸送
材料は非常に少ない。こ
のため我々は全フッ素置
換されたフェニレンデン
ドリマーを設計し、C60F42

（分子量：1518）および
C132F90（ 分 子 量：3295）
を有機銅を使ったクロス
カップリングにより合成
した。1) 真空蒸着により
アルミニウムキノリン錯
体を発光層、フッ化フェ

ニレン化合物を電子輸送層とした有機ＥＬ素子を作
成したところ、すべての素子で発光が見られた。電
気化学測定の結果によれば、フッ化フェニレンの電
子親和度が増加するとともに素子の性能が向上する
ことがわかった。これらの知見をもとに合成した直
線状オリゴマーでは素子の性能が劇的に改善され、
実用レベルまで達した。2)

②有機ｎ型半導体の開発
　最近、有機トランジスタ（Field Effect Transistor：
ＦＥＴ）に注目が集まっている。これを構成する有
機半導体はほとんどがｐ型（ホール移動）であり、
ｎ型（電子移動）のものは少ない。ｐ型およびｎ型
から構成される消費電力の小さい相補型集積回路を
構築するためには、大気中安定で電子移動度の高い
有機ｎ型半導体の開発が必要である。また、有機単
結晶を使ったＦＥＴではレーザー発振や超伝導が観
測されるなど基礎物理としても大きな関心を集めて
いる。有機ｎ型半導体は既存の化合物かその改良に
とどまっており、合理的な分子設計による全く新し
い分子というのは見当たらない。我々は、有機ＥＬ
素子の電子輸送材料開発から得た知識を使い、有機
ＦＥＴに適した新規ｎ型半導体の開発を進めている。
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